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6. リコーカメラ連携機能 
PhotoManager で作成した電子小黒板をリコー社製カメラで利用する方法です。 

 

【連携可能なカメラについて 】 

電子小黒板を連携できるリコー社製カメラは【RICOH G900】及び【RICOH G900SE】です。 

 （2025年 10月現在） 

対応ファームウェア： RICOH G900 バージョン 1.06（2023/7/6） 

 RICOH G900SE バージョン 1.06（2023/7/6） 

 RICOH G900 Ⅱ バージョン 1.00（2024/8/8） 

 RICOH G900SE Ⅱ バージョン 1.00（2024/8/8） 

 

電子小黒板データを SD カードに保存する 

①［電子小黒板編集］ウィンドウを開きます。 

 
 

②［リコーカメラ連携］ウィンドウが表示されます。 

 
 

 

 

 

③保存が完了するとメッセージが表示されます。 

 
 

④ファイル保存先（SD カード）に「BOARD」フォルダと「TEMPLATE」フォルダが作成されます。 

チェックを外した場合は、リコーカメラ側に表示されない項目や反映しない設定があります。

（→P137「リコーカメラに連携できない項目について」） 

❶ツールバーの［リコーカメラ連携］を

クリックします。 

黒板の作成方法は、P25「電子黒板

の作成・編集」をご参照ください。 

❶［OK］をクリックします。 

❷MTA ファイル名欄にカメラで表示す

る黒板名を指定します。 

❸黒板データの保存先を指定します。

次ページ参照。 

 

❹［黒板内容を図面ファイルとして保存

する］に✔を付けて、［保存］をクリック

します。 

❶カメラで使用する黒板にチェックを入

れます。 
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【注意事項】 

※リコーカメラ側で黒板編集（実測値の入力等）はできません。 

※撮影日は、リコーカメラ側で表示されません。 

※縦横比 3：4以外の黒板は、リコーカメラ側で正しく表示されません。 

※黒板の枚数が多い場合、保存時にエラーが表示されることがあります。その際は、複数の MTA ファイ

ルに分けて黒板を保存してください。 

 

【黒板データファイル保存先について】 

黒板データは SDカードに保存します。 

 

 

 

 

・パソコンに SD カードを挿入できる場合 

PCに SDカードをセットし、「SDカード」を選択します。 

・直接カメラに保存する場合 

SDカードをカメラにセットし、カメラとパソコンをケーブルで接続します。 

 「保存先に指定する」の[選択]ボタンよりカメラデバイスを選択してから「SDカード」を選択します。 

リコーカメラで撮影する 

黒板情報を保存した SD カードを挿入し、以下の手順で撮影を行います。 

 

リコーカメラの設定（事前準備） 

電子小黒板を使用して撮影する際は、リコーカメラで事前に以下の設定をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

※以下のモードでは撮影しないでください。PhotoManager 側で改ざん検知機能の対象外となります。 

・ ドライブモードの連続撮影、高速連写、M連写、S連写、オートブラケット  

・ ビデオモード  

・ SCNモードの斜め補正 

【MENU】ボタン ＞ ［MEMO］（拡張メニュー） 

 

・カメラメモ設定 – ON 

・カメラメモモード– Mode2 （推奨） 

・黒板       – ON 

・画像合成設定 – 画像合成設定 – 黒板 

・画像加工検知 – ON 
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撮影する黒板を選択する 

 

【黒板を切り替える】 

電源を入れるとカメラメモ（黒板情報）が表示されます。 

左右ボタンで黒板を切り替えて黒板を切り替えたら【OK】ボタンします。黒板イメージを確認する場合は

【ADJ/MEMO】ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          
 

【ファイルリストを切り替える】 

カメラメモ（黒板情報）を表示中に【Fn】ボタンを押すと、ファイルリストが表示されます。 

リストからファイル名を選択し、【OK】ボタンを押すと、黒板の内容が切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          
※ファイルリストを選択して「FN」を押すと「黒板リスト画面」に変わります。黒板リストにはファイルリストと

同じ名称が表示されます。 

【ADJ/MEMO】ボタン 

黒板情報が表示されている状態でボタンを

押すと黒板が表示されます。 

 

【 ↑ ↓ 】… 黒板情報のスクロール  

 

【← → 】… 登録した黒板の切り替え 

ファイルリスト名は、PhotoManager で登録し

た「.MTA ファイル名」になります。 
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黒板関連の各種設定 

【黒板のサイズ位置の調整】 

【MENU】ボタン ＞ ［MEMO］（拡張メニュー） ＞ 画像合成設定 ＞ にて行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

【受注者など表示文字(オレンジ色で印刷される）を消す】 

【MENU】ボタン ＞ ［MEMO］（拡張メニュー） ＞ カメラメモ入力撮影⇒OFF  

     

 

【黒板ありとなし写真が保存される設定を変える】 

【MENU】ボタン ＞ ［MEMO］（拡張メニュー） ＞ 画像合成設定 ＞ 原本保存⇒OFF にします。 

         

 

 

 

 

 

 

画像合成位置 ＞ 右下 右上 左下 左上  

画像合成サイズ ＞ 大 中 小 
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リコーカメラに連携できない項目について 

PhotoManager の「リコーカメラ連携」画面にて、「黒板内容を図面ファイルとして保存する」のチェックをは

ずして保存した場合、リコーカメラ側に表示されない項目や反映しない設定があります。 

  

 
 

 

表示されない項目は以下の通りです。 

 
※電子小黒板レイアウト作成の「文字入力」画面にて、「工事情報等と連携する」のチェックを外して入力

した「タイトル」は、リコーカメラ側では表示されません。 
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リコーカメラ側に反映しない設定などは、以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


